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1.　条 件を変 えて調理し た２種 の食物 の呈味差 を検 べ

る手段 として,    3点比較法（triangle test）は２点比較

法に 比べて パネル の識別力を掴 み得 る点では秀れてい る

が，他方 に於い て試料 の提出順序が ６通 りにもなるので

順序 の効果 を打 ち消すためにパ ネル を６等 分し てテスト

を計画 するのが普 通であ る。然し，得 られ るパネル の人

数 が必 ずし も６の倍数 にならない場合 があ り，5 人以下

の判定人 が判定 の容易 な組で喇味す るのと，判定 の困難

な組で喇味 する のとでは全体 の結果が逆に なる場合 も考

えられ る。そこで，提出順序によって判定の難易が異る



か否 か，異 るとすれば どのよ うな順序が判定困難である

かな どを検べるこ とを目的とし た。

2.　行ったテストは本学学生 の中で他 の方 法による味

覚テ ストで秀れ た成績の者を選び， その中から味覚テス

トや食味に関心のある者を募ってレギ ュラー パ ネ ル と

し，テストは1  日1 回， 週に２回位の間隔で実施し て，

その結果を個人別に，或 は試 料間の差 の有無別 に，提出

順序 による正 答率の相違を２×３分割表によるx^ 検定 に

よって解析し た。

3. その結果，試料間 の差が無い場合 には,    5% 有意

で提出順序 が標→標→半 の組が他 に比 べて判定が困難で

あ るとい う傾向を掴 んだ。
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